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1三菱重工業 
 

本報では、高温ガス炉による大量かつ安価なカーボンフリー水素製造技術確立を目的とした、高温熱源を

利用する水素製造技術のフィージビリスタディにおける外部投入エネルギー等の定量的評価を報告する。 
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1. はじめに 

三菱重工は、高温ガス炉と水素製造施設の安全な接続技術の確立及び高温ガス炉の高温熱を利用したカー

ボンフリー水素製造技術の成立性確証を目的としたプロジェクトにおいて、800℃以上の高温を利用したカー

ボンフリーな水素製造法のフィージビリティスタディを実施している。 

2. 高温熱源を利用する水素製造技術の評価 

現在、水素社会の実現に向けて検討されている水素製造法は化石燃料を原料として製造過程で CO2 を排出

する方法、CO2フリーなエネルギーを使って水素製造過程において CO2を排出しない方法等多岐にわたる。 

前回、800℃以上の高温熱と親和性の高い CO2フリー水素製造技術候補として、熱利用の観点から高温水蒸

気電解法、熱化学分解法、メタン熱分解法を選定した。これらの水素製造法のうち一例として高温水蒸気電

解法について、高温ガス炉等の高温熱源がない場合の一般利用と、高温ガス炉等の 800℃以上の高温熱を直

接利用した場合の外部投入エネルギーの比較を表 1 に整理した。 

高温水蒸気電解法の場合、800℃以上の高温熱 600MWt を水蒸気等の昇温・保温への直接利用や、タービン

発電により電解電力の一部を補うことで電気ヒータや電解等に必要となる外部投入電力を約 6 割程度低減さ

せることが可能である。 

 

表１ 高温熱を利用した場合の水素製造技術の評価例(理論値ベース) 

水素製造法 

(高温熱利用の場合、熱源 600MWt) 

水素発生量 外部投入 

エネルギー 

高温水蒸気電解法 高温熱利用 160,000Nm3/h 

(高温熱利用と同

一条件で比較) 

電力:約 280MWe 

一般利用 電力:約 660MWe 

 

3. 結論 高温熱を利用することで水素製造効率の向上に期待できる水素製造法の外部投入エネルギーを評

価した。今後は、これらの水素製造プロセスに対し開発計画を具体化し要素技術開発を推進する。 
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